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く大学の動き＞

創立記念式典の挙行

6月18日（水），本学創立89周年記念式典が，

名誉教授，部局長ら関係者多数の出席を得て，本

学総合体育館において挙行された。

式典は午前10時に始まり，総長式辞，永年勤続

部局長の交替等

へリオトロン核融合研究センター長

字尾光治へリオトロン核融合研究センター教授

(J田高温プラズマ制御研究部門担当）が 1n 1日

向センタ一長に再任された。任期は昭和63年 3月

31日までである。

中国政府派遣大学院留学生

のための予備教育への協力

中国政府は，日本に派遣する大学院留学生に対

し，来日前に 日本語による基礎的専門教育及び必

要な言語教育等の予備教育を実施している。この

予備教育について，文部省を通じて木学に協力依

頼があり， F記のように教養部教官を 1-j•心に咋門

教育を担当する教官が，毎年，大連外国語学院派

者の表彰，永年勤続者代表の答辞があり ，本学の

発展を祈念して，松田長三郎名誉教授の発声によ

り万歳三唱が行われ，午前11時10分終了した。

本年の勤続30年表彰者は37名， 勤続20年表彰者

は149名， 計186名である（被表彰者氏名は6月20

日の学報第4168号に掲載されている）。

総長は式辞の中で，これら永年勤続者の労をね

ぎらうとともに，この一年間に：おける研

究 ・教育のための休制及び整備充実等，

本学の発展と現状について報告し， !J::

に，九十周年，百周年に向けてますます

立派な学問の府としての発展を考え，研

究 ・教育の環境監vm.q_：術国際交流等，

今後一回推進すべき事柄について述べ

Tこ。

引き続き11時35分から京大会館 21桝会

議室で名投教授懇談会が，また正午カ、ら

同会自i：勾 lド皆t待演室及びラウンジで

続被表1診者．祝賀会がそれぞれ開｛佐され

T」。

医療技術短期大学部主事の

交替

大塚哲也医療技術短期大学部主事の任期計MJfに

イ

部教段（若護学，fl）が 7JJ 1 11任命された。任WJ

は昭和63年 6月30日までである。

ill留学生養成訓練部に派遣されている。

＊・年も農学部石橋武彦教授を派遣団長とする 8

名の教官が 7月l日から 9月16日まで派泣される

こととなり， 6月24日（火）学生部会議室で，総

長をはじめ関係教職員が出席して壮行会が行われ

た。

現在本学に在学する中国人留学生数は 147名

（うち大学院留学生93名）に達し，各国留学生の

うちで，最多数で、ある。
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昭和61年度派泣教！＇＼＇

授（生物学）団 jミ石橋武彦農学部教

中井祥夫理学部 ウ （物理学）刊団長

笠原 ｜陪司 教養部 。 （数学）

赤坂一之 理学部助教綬（化学）

-f':・ ）！：・持良 教養部 。 （数学）

西11：正弘 。 ク （間際関係論）

阿部宏Jr 工学部講師（↑，nト1工学）

大西匡光 タ助手（タ）

大、

t.r.お，昭和57年度からII｛｛和60年度までの派遣教杭’は次

の通りである。

（学部，’~（~i買は派mn:j)

（昭和57年度〕 l昭和57年6月14日～昭和57年9月27円

加治有恒理学郎教授（化 学〉団長

辻井潤ー工学部助教授（情報工学〕

西村 孟教養部教授（数 学〉

徳岡普助 ク ク（物理学〉

小林恒明 。 助教筏（生物学〕 (5名〉

(I昭和58年度〉昭和58年7月5日～昭和58年9月16「l

木 下圭三教養部教授〔化 学〉団長

究Ill ;,1n室 。 。 （教育学〉問団長

竹山幹夫 。 ク 〈物理学〉

奥田光n1i // ク ('J:.物学〉

‘広 特i 1986. 7. 1 

11M'f’f11L ~立必；沼教 Jえ（放

；守Ill 博之 。 助教J乏（物理学〉

阿市 ii'J泌て学部講仰i〔↑i刊1［’'j:) 

図校義倣 ウ 助下（ ウ ） c 8 ;j',) 

c11rn:1159年度） 11{1平1159年7Ji 3 II～1111和59年9Jl16「i

京慎之介教長；＇ ;ii 教授（化 γ’）団長

11111~t :t1U-: .-,, ,,,, C物 Jll＼ γ：） ;,¥IJl,Jj長

後必荷k.W ,,,, 助教佼（ 。 〕

川村－：n1> ク 数 Vi:('I~ 物’手〉

メ；以香代 。 。（数 ’＂f:) 

）~利 1注必 。 助教l'1c人文地.PH学〉

11rLI I 進 」；了、＇f"r;jl // （情報工学）

i!'!i木直Ye.'. 。 助子（ク〉 (8名〉

cnm司160年度）昭和60年7月2日～昭和60年9月18円

宮武義郎教養部教授（物理学〉団長

木ブ7 rP // ,,,, ( 。 〉副団長

鈴木 h政 ，シ

速水僻ー イシ

J凋川哲男 。

小山博滋理学部

平石裕災工学部

新賢治男 ク

。 （ 数 学 〉

。 （ 化 学 〉

助教授（歴史学〉

。 （生物学〕

講師（情報工学〉

助手（タ〕 (8名〉

（学生部）

u・” ・ー＿，，，.，ーー山山ーー”・・”ーー・・・”・ーー・””’ー－~

く紹介〉

農学部農林経済学科

農林経済学科は農学部創設とともに設置され，

大正12年から15年にかけて林政学，農業経営学，

£是政学，農史，農業計算学の 5講座が順次開講さ

れたが，昭和27年に虫学原論議座が設置されて 6

講座となり，現在に及んでいる。

木’学科は農学部の10学卒｜中，唯一の人文 ・社会

科学系学科であるが，応用科学としての農学の特

性に即して，農林業の経済学的認識にとどまら

ず，問題解決へ向けての実践的アプローチを特色

とし，各講座間の密接な協力態勢のもとに研究 ・

教育を進めている。各講座の研究課題の概要は以

下のとおりである。

く農業経営学講座＞

農業経営の組織，運営，診断，設計ならびに地

域的な生産組織，農畜産物の流通問題などに関す

る理論的，実証的研究を行っている。特に，農業

経営学の理論的系誹とわが国農業経営学の発展に

及ぼした影響，地域の特性に根ざした農業経営と

りわけ畜産経営の管理 ・運営，それと密接に関連

する寄産物の価格変動や流通機構について調査研

究を進めている。

く農業計算学講座＞

出家経済の構造把握，農業経営の分析， l足音寺産

物の生産費構成の検討には操業計算学の方法の確

立が不可欠である。農家資産や農業経営の分析の

ためには評価に関する理論も重要である。さら

に，収集した資料や理論的成果を利用した計画的

方法論の構築も本講座の中心領域である。個別農

家経済だけでなく，地域農業の経済構造，農業関

連企業の組織，海外の農業開発のための分析，計

画，情報処理などについても研究領域を拡大して

いる。

く農政学講座＞

発展途上諸国の食糧不足問題，先進国における

非農業部門への資源，特に農業労働力の移動問題
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は，けjJ必抗争シパテ J、とi1'J:1"~ (, <1 l I’I l: 

l’J(J:J~ J11Jゾベア J、にfかせるたIJ-・c (.tW(o 

決しえなし、。仙i絡 ・生産 ・構造 .f~~~定一

新政策による効果的な干渉が不11J欠で

ある。本講座は，世界経済ならびに社

会的価偵観の変動に対応して， 11主政課

題や効果的な農業 ・J.!;討す政策がどのよ

うに変避してきたかを， j怪史的， PI[論

(l'-Jに研究することを中心.ti！題としてい

るL そのさい特に G~X1』？ と 山中村）fi,¥til: 

/r•J I：を電視する。

く林政学講座〉

国民経済の一環としての林業の経済

政策と国土政策の一環としての森林政

策について研究を行っている。前者では，産業と

しての林業の経済政策を主に計量経済学的見地か

ら研究することを目的とし，後者では，森林のも

つ国土保全機能，水資源酒養機能，福祉厚生機

能，空気浄化機能等の公益機能を計量評価し，そ

れらを国土政策に生かすためのコンピュータ ・シ

ミュレーションによる森林の最適空間配置計画等

についての研究を目的としている。最近は，森林

文化や緑の文明などの商で果たす森林の役割につ

いても研究領域を拡大している。

く縫史講座〉

資本主義と農業と の尉係を，品業経営の運動を

通じて解明することを主な研究課題としている。

すなわち，農産物市場，労働市場などが農業に及

ぼす影響を農業経営の場で統一的に分析する方法

を研究し，この分析手法により農業経営の運動を

解明するとともに，地主制，農民運動，農業政

． 

農林経済学科資料閲覧室

策，農業生産力との関連を分析する。現在，商品

作物による農業類型一農業所得水準一農業生産力

一小作料率一農民運動一小作調停 ・自作農創設一

自小作前進層の形成といった視点から共同研究を

進めている。

く農学原論講座〉

「生」の観点から品業の特質を追究しつつ，現

代社会における農業 ・農村の価値と機能を解明

し，さらに農学や農業教育の在り方ならびに農業

の進路を採究することを主な課題としている。こ

のためには農業 ・農学の歴史的特性と地域的特性

を解明する必要がある。 TnJ者については，特に近

代における民学と農業思想の展開と特質を探り，

後者については農業 ・農村の地域的特性と活性化

の方策を，発展途上諸国をも視野に入れて研究を

進めている。

（虫学部）
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保健コーナー

高脂血症をめぐるニ，三の話題

人間ドック検査成績として，思いもしなかった

高脂血症とか，血清中性脂肪高値とし、う病的状態

を知ることになり，驚いて主治医に相談する事例

が増加している。経済発展による蛋白質，脂肪，

総カロリーの摂取量増加に伴う心筋梗塞，糖尿

病，肥満などの発現に関心が高まっている折柄，

成人病の原因として，動脈硬化と血中脂肪濃度と

の関係がしばしば巷聞の話題となり，血中脂肪量

の多寡が気になるのは当然、のことと理解される。

高脂血症とは

高脂血症とは血液中の脂肪濃度が高いことを表

現するものであるが，元来脂肪と水はお互いに相

容れないものであるので，主なエネルギー源とし

て利用するために，ヒトの体内では蛋白（アポ蛋

白）と複合体になり，脂質査白（リポ蛋白）とな

るような仕組になっている。この意味で高脂風症

は高脂質血症または高リポ蛋白血症と表現される
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べきものである。

l削！日Jill症に対する医学的研究の歩みは， 1827年

に加齢者によくみられる上限織内側の黄色腫に関

する文献が脂肪代謝異常に関心を集める発端とな

った。 i.IJ.色l匝の病因として高コレステロール血

症，高脂血症とし、う概念が生れたのは1938年であ

る。その後も病因として遺伝的なもの，脂肪の過

剰摂取に対するJJ行肪の処理障害によるもの，糖質

の過剰摂取に基づく内因性脂肪の合成尤進による

とする病態と治療法を加味した分類が考案され

た。j血1i1iリポ蛋白代謝を取り入れた近代的分類と

して1965年に， I型より V型までの高脂血症の概

念が提唱され， WHO の専門委員会で完成され

たのは 1970年である。 コレステロール， 中性脂

肪，燐脂質， 戸ーリポ蛋白の他，超低比重リポ蛋

白，低比重リポ蛋白，高比重リポ査白（HDL,

動脈硬化の発生を抑制する）も測定可能となり，

高脂血症の病態解明に期待がもたれている。

高脂血症の臨床像

高脂血症は疾患名ではなく，病的状態の総称で

ある。臨床的には，遺伝性のもの，アルコールを

含めた食事と運動によるものなど他に脂質代謝，

リポ蛋白代謝の異常をもたらす疾患の合併のみら

れないものを一次性高Jlri血症，糖尿病，甲状腺機

能低下症，ネフローゼ症候群など脂質代謝異常が

病態の一部である疾忠に合併しているものを二次

性高脂血症として分類されている。

さて，高脂血症が話題になる最大の理由は動脈

硬化とのかかわりである。高脂血症の継続期間，

高血圧，糖尿病，高尿酸血症などの合併により動

脈硬化は進展することが多L、。また，高脂血症の

種類により，動脈硬化の発生部位（腹部大動脈，

冠状動脈，頚動脈など）にそれぞれの特徴的な傾

向があるとされている。高脂血症殊に高コレステ

ロール血症で、は血小板も凝集し易くなり，動脈硬

化発生の一役を担っている。遺伝性の家族性高脂

血症は動脈硬化症との関連が高いが，中性脂肪の

み高値を示す場合は，糖尿病，高尿酸血症の合併

がみられるものを除いて動脈硬化との関係は少な

いとされている。

糖尿病は炭水化物代訪日が障害される疾患である

が，脂質代謝も障害され，管理が不充分であると

動脈硬化，眼の網膜，腎の血管に糖尿病性変化が

現われ生命にかかわることが多し、。血清白濁，中

性脂肪増加， HDL低下をみることが比較的多い

が，治療によって血糖値が低下しでも高指血症が

改善されない例は，糖尿病と無関係に一次性高脂

血症を合併していると考えられている。

アルコールは比較的速やかに胃，小腸ーより吸収

され，大部分肝で代謝される。アルコ ール過剰摂

取時には主として中性脂肪が増加し，アルコール

性脂肪肝などの肝障害を惹起する。一方肝障害を

起こさない程度のアルコール摂取者は HDLが高

値を示し，虚血性心疾患（狭心症，心筋梗塞）の

合併が少ないことも知られている。

狭心症，心筋使塞との関係が深い心臓の冠動脈

硬化症では，コレステロール，低比重リポ蛋白，

中性脂肪の値が高いことが多く， HDL低値，低

比重リ ポ蛋白高値との相闘が認められている。高

脂血症は血液の粘調度を増し，心筋虚血を助長す

ることがある。以前日本には，脳出血が多く，鹿

血性心疾患，脳鹿塞が少なかったが，これは食習

慣に起因してコレステロール値が比較的低値で

あったことによることが判明し，近代食事内容の

変化に伴ってコレステロール値の上昇と共に脳出

血は減少し，虚血性心疾患，脳梗塞が増加してい

る。

高脂血症の治療法

高脂血症の治療は，高脂血症の病態発生機序の

解明に伴って薬剤の使用規準も標準化される機運

にある。しかし，最善の治療法は運動，栄養療法

であることに異論はあるまし、。運動によるコレス

テロール，中性脂肪の低下と HDLの増加が知ら

れているが，虚血性心疾患の有無のチェックが必

要である。食事療法として，高コレステロール血

症にはコレステロール含有食品の摂取を減らすこ

とも大切であるが，一般的に植物性脂肪，魚類，

植物せんいなどを多く摂り，アルコール，総カロ

リーの減量，肥満矯正にも努力を継続することが

肝要である。二次性高脂血症に対しては，高脂血

症をもたらしている疾患が先づ治療されなければ

ならなし、。

（保健管理センタ ー 小川隆三）
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長野県北安曇郡小谷村大字千同

字杉II久保乙8690)2 

（交通機関）

凶鉄大糸線「白，I,!した池駅」 ドJjI,f.公木市$＇.／；
おや はら

パス「税の原」下車，徒歩約20分

3.開設期間 7 JJ 10日 （木）から 8月2011

（水）ま で

I人 l泊佼川料80門，ほかに

食111実費程度

5.中し込み及び利用に関する詳細は，体育会

事務室（西部構内総合体育館内，電話学内

2574）に照会してくださし、。

報広大京No. 315 

2.所在地

4 . 191要経世

木学の学生及び教職員の厚生施設として ，例

年夏季及び冬季に 開設されている白馬山の家

を，今夏も下記により開設します。

この山の家は，中部山岳国立公園白馬山麓の

栂池高原にあり，雄大な北アルプスのI~軽々に固

まれ，登山及び避府なと．に舷適です。

なお，H：物は， 山小屋j孔の木造地上2階地下

1階建で，間取りは，l階が食堂液談話室， 2

階が寝室（ベッドで 42名収容），地附が浴室，

乾燥室等からなっています。

記
は〈 ぽ

京都大学白馬山の家

白馬山の家の夏季開設

（学生部）

1 .名称

料＞く資

昭和61年度大学院学生入学状況 （修士課程）

上段・・志願者数

下段－ 入学者数

入学者 ，
入学

，忠願者
比率（%）

29.3 212 
71 

その他

0 
0 

0 
0 

外国の
学校"1に

10 
4 

51 
2 

学 出 身者

公立私 立

l ~ I 
2 
0 

名

文学研究科

科’先研

28. 9 

13.6 

45 
13 

88 
12 

4 
3 

7 
0 

23 
0 

教育学研究科

26.4 
72 

: 19 

477 
156 

32.7 
2 
0 

54. 0 

72.0 

63 
34 

887 
639 

242 
144 

。。

16 
16 

23 
3 経済学研究科

一一一14一
日

一

m
j
l
m一

42 
4 

理学研究科

薬学研究科

工学研究科

59. 5 

「
農学研究科

2, 116 
1, 088 

3 
0 

65 
54 

198 
12 

58 
12 

337 
58 

1, 455 
952 51. 4 

51. 4 。83. i 6. 1 17.2 

η
6
 

20.7 65. 4 入学者／会願主
比 率（%）
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上段・・・・田・志願者数

下段・・・・・・入学者数

｜入学F二
／悲願著

1 比率（%2

昭和61年度大学院学生入学状況 （博士後期課程）

学 出

国

ーさ
－M

外国の
学校卒

身者

私立

大山
出，4B

 京都大学
出 身者

名科究l'iJf-

60.2 

80.0 

72. 0 

公立

1 
0 

0 
0 

立

19 
4 

0 
0 

4 
0 

4 
2 

64 
52 

20 
16 

18 
17 

文学研究科

fXTf’予研究科

法学研究科

70.0 

98. 1 

70. 1 

104 
102 

16-1 
115 

。。

10 
6 

0 
0 

1 
1 

3 
2 

44 
27 

12 
12 

97 
96 

97 
75 

経済学研究科

理学研究矛｜

医 学 研究科

100.0 
。。17 

17 築 学研究科

90. 7 2 7 
7 戸、υ円

r－

ワ
t
p
口

工学研究科

＼ 

。。2 
2 

6 
6 

口d

司ー

に
d
亡、
υ

97. 4 1.：~学研究干｜

617 
501 

36 
31 

27 
9 

8 87 
48 

459 
409 

81. 2 

子〈！、長来 j主ー？主
I II二、保同イ口

比本（%）

0
0

0
0

一。。
一3

1

一0
0

SJ. 2 86. 1 33.3 50.0 55.2 89. 1 
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徳治（工学部講師 ・工学博士）

6月25日逝去，51歳。本学大学院工学研究科修士諜程

修了。昭和：）3年本学工学部講師就任。 101/I＇＇］は高分子光化

：子。

藤本一郎 （本学名誉教授 ・工学博士）

6月23日逝去， 82歳。本学工’手部卒業。 llB和10年本学

工学部教皮就任， 42年j忌r.r。 そのl/¥L汁議員（37年～39

年），工学部長（40年～42年〉をl鐙任。 30年繊維素誘導

体及び合成繊維に関する研究により学土院賞，31年紫綬

褒J;l:,42年日本学土院会員， 49年勲二~)t旦口重光:i"~：. 52 

年文化勲本（広報Nul48参照）。 J;Iよいlは正；j分子化学。

桜田

。。
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